
砂 防 土砂災害から 命と暮らしを守る

● 湖岸堤の整備とともに、洪水を福島潟放水路へスムーズ
に流下させるため、福島潟水門の整備を進めています。

● 潟外への浸水を防止するため湖岸堤の整備
を進めています。

海 岸 安全で快適な海岸を いつまでも

漁 港 漁業発展のために

■ 間瀬漁港

第２種漁港である間瀬漁港は新潟県が管理しています。漁港の歴史は古く、江戸時代中期よりイワシ漁を中心に栄
え、現在は底引き網漁を中心にヒラメやカレイ、たこ類をはじめ、多くの魚を水揚げしており、地域経済を支えています。

漁港の防波堤などでの魚釣りは、急
な高波などで海への転落事故につな
がり、大変危険です。
県では、生命・安全の確保が重要と
考え、立入禁止としています。
ルールとマナーを守り、安全な場所
で魚釣りを楽しんでいただくよう、皆様
のご理解とご協力をお願いします。

土砂災害の前ぶれを知ろう

土石流の前ぶれ がけ崩れの前ぶれ
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■ 砂防事業 ～ 権吉川 ～

■ 急傾斜地崩壊対策事業 ～ 間瀬一区・本村 ～

改良前

権吉川下流には、新潟を代表する温泉地である岩室温泉街があり、年間を通じて多くの観光客が訪れています。
このため、既存ダムの改良工事を行い、より安全度の向上を図りました。

間瀬一区・本村は、かつて間瀬石の切場として発展した歴史深い集落で、斜面近くまで住宅があります。このた
め、斜面を崩れにくくするコンクリート枠等を設置し、環境に配慮しながら、安心安全な地域となるように整備を進め
ました。現在は間瀬四区地区で事業を進めています。

整備前 整備完了

改良後

■ 海岸侵食対策事業 ～ 内野浜・四ツ郷屋地区海岸 ～
海岸侵食が著しい内野浜・四ツ郷屋地区海岸では、侵食対策として人工リーフ５基（内野浜）と離岸堤５基（内野浜
２基、四ツ郷屋３基）を計画して、事業を進めています。
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